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我
々
は
、
全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
を
開
催
し
、
砂
防
関
係
事
業
の
促
進
に

つ
い
て
次
の
通
り
提
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
提
言
事
項
の
実
現
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
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提　
　

言

　　

昨
年
の
広
島
災
害
は
、
未
だ
記
憶
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
年
に
お
い
て
も
台
風
１
８
号
等

に
よ
り
全
国
で
７
０
０
件
を
超
え
る
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
一
方
、
桜
島
、
口
之
永
良
部
島
等
全
国
で
火
山

活
動
が
活
発
化
し
て
お
り
、
周
辺
住
民
等
に
火
山
災
害
の
不
安
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
我
が
国
に
お
い
て
は
、「
大
規
模
な
火
山
噴
火
・
土
砂
災
害
等
に
よ
る
多
数
の
死
傷
者
の
発
生
の
み

な
ら
ず
、
後
年
度
に
わ
た
り
国
土
の
脆
弱
性
が
高
ま
る
事
態
」
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
回
避
し
国
土

強
靭
化
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
第
４
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
等
に
基
づ
く
土
砂
災
害
対
策
の
推
進
が
強
く
求

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
、
土
砂
災
害
対
策
を
一
層
強
力
に
推
進
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

１
．
土
砂
災
害
防
止
施
設
の
強
力
な
整
備
推
進

　

国
及
び
都
道
府
県
は
、
土
砂
災
害
対
策
に
係
る
予
算
を
大
幅
に
増
額
し
、
土
砂
災
害
の
防
止
、
軽
減
の
基
本
で
あ

る
砂
防
堰
堤
等
の
整
備
を
、
計
画
的
か
つ
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。
特
に
、
避
難
場
所
、
要
配
慮
者
利
用
施
設
、
防

災
拠
点
、
重
要
交
通
網
等
を
重
点
的
に
保
全
す
る
こ
と
。
ま
た
、
近
年
の
流
木
災
害
実
態
に
鑑
み
、
流
木
対
策
の
強

化
を
行
う
こ
と
。

２
．
大
規
模
土
砂
災
害
対
策
の
推
進

　

国
は
気
候
変
動
、
大
規
模
地
震
、
火
山
噴
火
に
伴
う
深
層
崩
壊
等
の
大
規
模
土
砂
災
害
に
備
え
る
た
め
、
地
震
計

や
人
工
衛
星
等
を
活
用
し
た
国
土
監
視
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
対
策
を
含
め
た
総
合
的
な
大
規
模
土
砂

災
害
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

３
．
火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
の
推
進

　

国
は
、
活
発
化
す
る
火
山
活
動
を
踏
ま
え
、
火
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
都
道
府
県
と
連
携
し
て
進
め
る
と

と
も
に
、
火
山
噴
火
に
備
え
た
緊
急
対
策
用
資
材
の
事
前
準
備
が
で
き
る
よ
う
火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
事
業
を
創

設
す
る
こ
と
。

４
．
砂
防
施
設
長
寿
命
化
計
画
等
に
基
づ
く
維
持
管
理
の
推
進

　

国
及
び
都
道
府
県
は
、
砂
防
施
設
等
に
関
す
る
点
検
計
画
を
含
め
た
長
寿
命
化
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、
計
画
的
か

つ
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
。

５
．
改
正
土
砂
災
害
防
止
法
の
推
進

　

都
道
府
県
は
、
基
礎
調
査
を
速
や
か
に
完
了
し
、
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定

を
急
ぐ
こ
と
。
併
せ
て
国
及
び
都
道
府
県
は
、
市
町
村
に
対
す
る
警
戒
避
難
に
必
要
な
支
援
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
。

６
．
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
と
防
災
・
減
災
活
動
の
充
実

　

都
道
府
県
は
市
町
村
と
連
携
し
て
、
行
政
と
住
民
の
行
動
手
順
を
共
有
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
等
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
を
一
層
進
め
る
こ
と
。
防
災
意
識
向
上
の
た
め
、
避
難
訓
練
等
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
関
係
機

関
の
協
力
の
下
、
防
災
教
育
を
推
進
す
る
等
、
啓
発
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
。

７
．
歴
史
的
砂
防
施
設
の
活
用
推
進

　

国
及
び
都
道
府
県
は
、
歴
史
的
砂
防
施
設
が
、
時
代
の
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
て
築
造
さ
れ
、
流
域
の
安
定
と
地

域
の
安
全
の
た
め
に
現
在
も
重
責
を
担
い
、『
地
域
の
宝
』
と
し
て
文
化
財
登
録
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
そ

の
活
用
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

８
．
体
制
及
び
組
織
・
人
材
育
成
の
強
化

　

国
及
び
都
道
府
県
は
土
砂
災
害
対
策
に
必
要
な
推
進
体
制
と
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
火
山

災
害
や
大
規
模
土
砂
災
害
の
際
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
土
砂
災
害
の
専
門
技
術
者
や
研
究
者
な
ど
に
加
え
市
町

村
職
員
の
人
材
育
成
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
。

以
上
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